
文化・スポーツ対策特別委員会資料1
平成29年.(2017年)5月26日（金）
県民生活部文化振興課
教育委員会事務局文化財保護課
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滋賀県では､文化振興施策の総合的な推進を図り、もって心豊かで潤いのある県民生活および個
性豊かで活力にあふれる地域社会の実現に寄与することを目的とする「滋賀県文化振興条例」を制
定しており、条例に基づき「滋賀県文化振興基本方針」の策定や「滋賀県文化審議会」の設置を行
い、総合的かつ効果的な文化振興施策を推進している。

（1）文化振興条例

”

I

－1
[制定］

平成21年7月
[概要等］
文化の振興に関し、基本理念を定め、および県の責務を明らかにし、文化振興施策の総
合的な推進を図る･

必

（2）文化振興基本方針（第2次）

I〆

k、

[策定の経緯］

文化振興基本方針（第1次・平成23年度～平成27年度）策定後の社会経済情勢の変化な
どを踏まえ、「滋賀県文化振興基本方針（第2次）」を策定。

［
平成28年度～平成32年度（5年間）

概要］
○策定時期：平成28年3月／方針期間
○基本目標：滋賀の文化力を高め、；

|『一3つ の 稔

:滋賀の文化力を高め、発信することで地域が元気になっていく姿
, の 注 9 つの重点施策

ラムの推進によ①文化による本県ブランドカの向上と国内外への効果的な発信

萱の活用・発信②地域で継承されてきた文化的資産の発掘・保存・活用

ﾜ担い手の育成③子ども・若者が本物の文化に触れる機会の充実

④若手芸術家等の育成・支援

1.文化プログラムの推進によ
る文化的資産の活用・発信

2.未来の文化の担い手の育成

3,県民の主体的な文化活動の

促進

⑤文化活動を支える人材（アート・マネージャーなど）の育成・支援

⑥新しい豊かさを実感できる文化芸術活励の推進

⑦「美の滋賀jづくりの推進

⑧自立的な文化活動の促進

⑨文化活動の環境の整術

、

ノ

（3）文化審議会

I
〆文化振興条例に基づき、文化の振興に関する事項を調査審議するため、学識経験者や公､：
募委員からなる「滋賀県文化審議会」を平成21年12月に設置。
（現在第4期：平成28年3月～平成:30年3月）

［評価部会］

基本方針に基づき施策の評緬等を行うとともに､文化振興に対する効果の調査研究や､｜
事業実施に係る審査・提言機能について検討を行う。

［次世代育成部会］
子どもや若手芸術家等の育成などの施策を効果的に展開するため、次世代育成にかかる
施策の検証や今後の方向性について検討を行う。 〕心

[文化振興課等］
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東京オリンピック・パラリンピックの開催効果を活かし､全国で展開される文化プログラムを本
県の文化の魅力を世界に発信する機会と捉えるとともに､本県の文化力を高める取組を県民と共に
進める。

［文化・スポーツ戦略重点施策①－3］

［文化振興基本方針重点施策①②④⑥］

（1）文化プログラムの推進

、
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リンピツク・パラリンピック競技大会組織委員会等が実施する「東京2020参画
ム」や「beyond202Q」について、主催事業の認証を受けるとともに、市町や関
に周知を行い、関連事業のアクション申請を積極的に行っていただくことによ
体で文化プログラムの推進、気運醸成を図る。

②（仮称）滋賀文化プログラムの策定・推進
関係団体等で構成する「(仮称)滋賀文化プログラム推進会議」を立ち上げ、国等の動

向も踏まえながら、滋賀ならではの多様な文化芸術活動の発展等を目指して（仮称）滋
賀文化プログラムを策定する。

体等で構成する｢(仮称)滋賀文化プﾛグﾗﾑ推進会議｣を立ち上げ､国等の動｜
滋賀文化プログラムの策定・推進

えながら、滋賀ならではの多様な文化芸術活動の発展等を目指して（仮称）滋
ログラムを策定する。

ノ、‐

（2）主な事業

=…=－－－－~一~、､
①東京オリンピック・パラリンピック文化プログラム推進事業

を灘縦鵜_鯏駕鵜鱗灘蝋鮮零鰯辮｜
の多彩な取組を、びわ湖ホール、草津クレアホール、小学校等の複数会場で実施する。

「

【びわ湖ホール会場】12/23(土):若手芸術家による公演、実技指導セミナー、アートフリー
マーケット等

【草津クレアホール会場】10月頃:草津クレアホールでの次世代文化賞受賞者による作品展示、
ワークショップ等

【学校会場】9月～11月頃：大津市立下坂本小学校・守山市立中洲小学校・湖南市立菩提寺小
学校で実施予定。若手芸術家・成安造形大学学生による作品展示、ワークショップ等

②琵琶湖周航の歌記念事業
「琵琶湖周航の歌」が誕生100周年を迎えるにあたり、第1部を高島市民会館、第2

部を琵琶湖汽船ビアンカで、歌にまつわる講演会や合唱、ミニコンサート、ワークショ
ップなどの記念事業を行い、歌の魅力を県内外に広く発信する。

平成29年6月24日（土）第1部13300～14:45第2部
第1部高島市民会館第2部琵琶湖汽船ビアンカ
講減、ワークショップ、琵琶湖周航の歌合唱等

15:15～17:15

(今津港発着）
１
１
１

時
場
容

日催開
会
内

１
１
１

③近江文化発見・発信事業
司馬遼太郎氏の「街道をゆく」など、滋賀ゆかりの文学作品等を通じて、県民が滋賀

の歴史．風土・文化等を改めて認識し、地域への愛着を深める取組を実施し、
力を県内外に発信する。

｜

Lゞ？

[文化振興課］
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滋賀の魅力ある文化が、人々の豊かな感性や創造力を通じて育まれ、未来へ継承されるよう、

未来の文化の担い手を育成する。
［文化・スポーツ戦略重点施策②-1］
［文化振興基本方針重点施策③④⑤］

（

（

（

1）びわ湖ホール舞台芸術体験事業（ホールの子事業）

‘〆一貫内の子どもたちが優れた舞台芸術に触れる機会を提供するため､県内小学生等をびわ
湖ホールに招き、オーケストラとびわ湖ホール声楽アンサンブルによる音楽公演を実施す
る。小学生一学年相当数である14,000人の参加をめざしている。

［公演の概要］
対象：県内小学校(国市町私立)、特別支援学校、各種学校(一般教養)、適応指導教室
内容：びわ湖ホール声楽アンサンブルとオーケストラによる音楽公演（約60分間）
開催日：平成29年5月29日（月）～6月2日（金）各日2公演

［交通費補助]XH29年度から拡充
借上バス1台あたり実績額の8割補助。ただし補助額が5万円以下となる場合は5万円を
上限にその実績額を補助（公共交通機関は全額補助）

[参加人数等］
年度 児童生徒数

112校 8,367人

H28年度 115校 面匝郵

…劃 121校 8.342人

1

L －一望
一一

2）滋賀次世代文化芸術センター運営費補助金

‘戸一天化施設.芸術家と学校等を結び､小中高校の学校の授業等で文化芸術体験を行うため
のコーディネートや、それをサポートする文化ボランティアの育成等を行う「滋賀次世代
文化芸術センター」に対して助成を行い、子どもたちが、文化施設や芸術家が提供する優
れた文化芸術に出会い、感受性や創造性を育む機会を確保する。

里

1
［主な内容］
①学校等と文化施設等が連携した授業の実施

授業内容：陶芸体験、音楽プログラム、茶道体験、染色体験など
H28実績:47校/10,135人

②連携事業にかかる文化ボランティアの募集・育成
H28実績：登録ボランティア約80名

③連携事業にかかる教員向け研修の実施
H28実績：平成28年7月22日,8月24日

､IL一
_」

－

3）美ココロ・パートナーシップ事業
一

利

様々 な事情により通常学級に通えない子どもたちに､文化芸術体験プログラムを実施し、
様々 な芸術に触れる機会を提供することにより、子どもたちの豊かな心をはぐくむととも
に、プログラム講師となる「美ココロ・パートナー」を育成する。

［主な内容］
①芸術体験プログラムの提供

H28実績：適応指導教室等3か所/40名
②「美ココロ・パートナー」の育成

H28実績::3人（新規）

|③美ｺｺﾛーﾄﾅーｼｯプ会議の開催H28実績:3回

ー

様々な事情によ
様々な芸術に触れ
に、プログラム識

[主な内容］
①芸術体験プロ

H28実績：

L_－‐

[文化振興課］

－3－



『

＆
隣
防

r
Rj±

4「美の滋賀」づくりの推進
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滋賀県は、琵琶湖に代表される自然の美､棚田のあぜ道や歴史的な町並み､伝統工芸に見られる

生活の美意識、地域で守られてきた神と仏の美や祭事など、美の宝庫である。また、県立近代美術
館には日本を代表する近代・現代美術作品のコレクションが形成されているほか、アール・ブリュ
ットについては世界的な注目を浴びている。
こうした長い営みや新しい発見を人々が滋賀という場所で支える､その総体が滋賀の美の魅力で

あり、人々に元気を与え、心の豊かさをもたらすとともに、人と地域、社会の活動を通じて、県民
生活の満足度向上、経済の振興、地域活性化につながるポテンシャルを持っている。

このような滋賀が誇る美を人倉が理解し、支えるとともに、美を介して人診々がつながり、交流を
しながらその魅力を高め、発信していく「美の滋賀」づくりを推進する。

［文化・スポーツ戦略
[文化振興基本方針

重点施策②-2,4］
重点施策①②⑦］

（1）地域の元気創造・暮らしアート事業

i『地域にある美術や暮らし、生活文化の中にある「美」の資源を活用し、人と人、人と、I
地域がつながり、地域の魅力を引き出し、発信する取組を募集し補助するとともに、こ

，れらの活動をつなぎ、広域展開やネットワーク化を図る取組を募集し委託する。

僅謁瀞灘調瀞聯需諦聯黙圃俸,繍鋤"圃俸）
l畦 一一J

N

I
（2）アール・ブリュットの魅力発信事業

ワ

'r①ふらっと美の間 1
多くの方々に身近な場所で作品に接していただく機会を提供するため､県内の施設に5

点程度のアール・ブリュット作品を展示する「ふらっと美の間」を展開している。平成
27年度(2015年度)からは民間施設にも設置しており、平成29年度10月以降は公立施設
2か所、民間施設15か所に作品を展示する予定。

，②ガイドブックの発行
アール・ブリュットの魅力を伝えるため、作品や県の取組等を紹介する「アール・ブリ

ユットガイドブック」を作成・配布している。

③映像コンテンツの作成
アール・ブリュットの魅力を県内外の人に対して発信し、理解と関心を広げることを

目的として広報用の動画(DVD50枚）を作成。
ロングver(8分）・ショートver(3分)(日本語版/英・仏語版）

堅
必

（3）アール・ブリュット振興事業

『

岸アール.ブリュットの支援等に携わる美術､福祉､医療､研究機関､行政等様々 な分
野の関係者間の交流促進や情報発信等を行い、アール・ブリュットを支える環境全体の
底上げとその動きを広げていくことをめざして全国組織「アール・プリュットネッi､ワ
ーク」を設立運営し、フォーラムや会員交流会を開催するほか、メールマガジンを発行
している。

、

」
[文化振興課］
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）ド5凛宴切主俸的な文化活動の促進

県内各地において文化活動が活発になることは､魅力ある滋賀の文化の育成につながり、また、
地域社会への参加促進、コミュニティ形成にも大きな役割をはたすことから、県民のみなさんが
多様な文化芸術に触れ、親しみ、自ら文化活動を活発に行うために、県民の主体的な文化活動を
促進している。

［文化・スポーツ戦略重点施策②-1］
［文化振興基本方針重点施策④③］

（1）滋賀県芸術文化祭

1
県民の文化芸術に関する意欲的な公演および創作発表を奨励するとともに、文化芸術に

親しみ鑑賞する機会を広く県民に提供することにより、県民文化の高揚を図るため、昭和
46年から「滋賀県芸術祭」を開催している。（※平成12年度からは｢滋賀県芸術文化祭｣）

ー

［実施主体］
滋賀県、滋賀県芸術文化祭実行委員会（各県域文化団体の代表、市町教育長の代表等で

構成）、県教育委員会、（公財)びわ湖芸術文化財団

[平成29年度実施事業］
＜主催事業＞ミシガンクルージングステージ（仮）事業、3公募展

事叢､｜諺禦蝋｜≦術展臓一，、蕊"、
公募展

ミシガンクルージ

ングステージ事業

セレモニーとクル

ージングステージ

(県内芸術家等に

よる公浪）

事業名
文学祭

小説、随筆､童話､詩、

作詞、短歌、俳句、ノI|

柳、冠句（9部門）

平面、立体、工芸、
書

内容

(分野等）
写典

lO/10(火）～

10/15(日）

甲識市あいこうか

市民ホール

11/23(:祝）8/13(日)～8/19（日）8/27（日）開催時期

滋賀県立男女共同

参画ｾﾝﾀー
滋賀県立文化産業

交流会館
大津港＆琵琶湖汽
船ﾐｼｶ'ン

会場

出品数596点

観随者数1,248人
出品数551点

観覧者数2,716人
出品数等

(H28実績）
鯛品数854点品数854‘亜n口翠寺

(H28実績） 入場者数718人｜息蕊巍,.fi6人｜恩職数1,248人入場者数718人

＜参加事業＞
芸文祭開催期間中に、市町、学校、文化団体、企業等が自主的に実施する芸術文化事業

で、芸術文化祭の趣旨に沿った事業を実行委員会が承認する。
H28実績；参加事業数205事業，参加者数459,783人

＜参加事業＞
芸文祭開催期間中に、市町、学校、文化団体、企業等が自主的に実施する芸術文化事業

で、芸術文化祭の趣旨に沿った事業を実行委員会が承認する。
H28実績；参加事業数205事業，参加者数459,783人’ 一腿

（2）文化賞

｢二羅撫鱗熱2鰯蕊寵罐饗膳鯛禦
次世代文化賞の4つの区分がある。

※（）内は受賞部P9

深田充失（芸術文化(彫刻)）

滋賀音楽振興会（芸術文化(音楽)）

[平成28年度滋賀泉文化賞等受賞者］
滋賀県文化賞神腱巌（芸術文化(陶芸)）
滋賀県文化功労賀岩根順子（図書出版）

友賞富義（郷土文化(民俗工芸)）

滋賀県文化奨励賞宇野君平（芸術文化(彫刻)）
溌智県孜世代文化街西川礼華（芸術文化(美術)）

滋賀県文化功労償

〕

菱川きよみ（芸術文化(音楽)）

黒川冬資（芸術文化(音楽)）

久末航（芸術文化(音楽>）

[文化振興課］

－5－














